











































































勝機 禁深刻 繁華接出血 繋久留 樹首繋 相対禁
持謡、経中 上閥、蛾 車線、複様、 完角 説経、承光、脳戸、減府、畷 下関(l革垢が
{有l'閥〕、五 盆、人迎、 然谷 門、人述、線竹空、承泣ぬ轡中、 品る時}、エ耳
豆、伏免、 察門 自環前、乳中、気街(気沖)、 門(践がある
三階格、講 瀦液、終韓主鳩昆L 陰市、鶴英、 時)、石門町女













禁忌タイプ 観人経 酎条大令、 針灸大成
量f~皇賞官製衆~
禁 絶対禁事官 燐戸、神庭、盤中、神閥、知中、 脳戸、重盟会、持議、厳息、 友田ものに海車、
録 手五車、三憾緒、承筋 承泣、駿中、ノ主分、神閥、 犠穆、脊閥、芋
'/ 丈 気沖、芋五里、軍筋、コ書量 魚君主(魚際)、滋
不主主銭 議会 (8 歳以齢)、劇阜、事費 絡、絡部、玉枕、車室、角 豊富筋、議段目庭、
目ま{不笠書出血)、暴泣、水 様、神道、轍台、会総穣 提節、五重量、沖





妊婦、9;7-禁 合谷、三|岳却、右門 左と同じ 友と閥じ
禁探事j 客主人 L上摺口、肩井、続盆、 友むものに鳩揺が追加 友と同じ
雲門
禁 不可灸 承光、噴門、風府、勝明、 議光、電車門、風庶、素豊島瞬明、機竹、迎替、来穆、
灸 車事竹章、顔絵 下関、人灘、 線竹空、頭繕、 下閥、脊中、心骨、白華露骨、天
























摂津の国の人菅沼周桂はこの派の代表者で怠る (í周桂，摂津人，名長之J) 150 彼の医術
は吉益東洞等の「湯液古方派」と合致する。 ζの派は鋪灸界に復古説(古方針)を提唱し
て、経絡学説を否定、後世派の複雑な理論と治療体系に不満を表明し、親試実験を提唱し

















の 8 穴がある。 7 穴の禁針穴の中で絶対禁止の穴は神岡だけである。つまり、禁忌穴にも
効果があると提唱した菅沼も、実際には大部分の禁忌穴は使わなかった。そして、彼が列
挙した穴は完全な禁忌穴ではない。






分類 穴 使用回数 病症





























分類 穴位 使用回数 病症
































屑井の歴代の記載は「肩背規事事、瞥不挙J ( r明堂経j )、「頚項不得酒蔵、背目専問、掲
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